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挨拶（市長）
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Ⅰ.総合計画 序論
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Ⅰ-１.総合計画とは？

みんなが安心してずっと住みたいと思えるまちにするために、将来めざ
すまちのすがたを決めて、それを実現するための取り組みをまとめた計
画です。

協働社会
健康・福祉

生活環境

都市基盤

教育・生涯学習産業

行政経営

全ての計画の最上位に
位置づけられた計画です。
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平成24年３月 総合計画を策定（平成24年度~令和３年度）

見直し時期の到来

平成24年3月に策定した総合計画が、令和４年３月末で目標年次を迎える

社会情勢の潮流

（１）少子高齢化・人口減少による影響
（２）高度情報化社会の進展
（３）暮らしの価値観の変容
（４）SDGｓや国際的なイベントへの対応

（５）災害への備え、持続可能な都市構造
への変革

（６）地球環境問題への対応
（７）産業環境の変化

Ⅰ-２.計画策定の背景

新しい総合計画（令和4年度～令和15年度）を策定

本編Ｐ１
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Ⅰ-３.総合計画の構成と計画期間

総合計画（本編）
Ｐ16~Ｐ33
総合計画（概要版）
Ｐ３~Ｐ８
Ｐ19~Ｐ22

総合計画（本編）
Ｐ35~Ｐ108
総合計画（概要版）
Ｐ11~Ｐ17

行政経営計画
（別冊版含む）

本編Ｐ2

６



Ⅰ-４.計画策定の基本方針

（１）市民に開かれた計画づくり

（２）市民に分かりやすい計画づくり

（３）行政評価に対応する計画づくり

（４）重点の明確化と社会の潮流を踏まえた計画

ＰＤＣＡサイクル

ＳＤＧｓロゴ

本編Ｐ３~４
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広く住民から意見、要望、提案等を聴取
施策の満足度、重要度を把握

住民意識調査（R元.11）

未来の阪南市を担う中学生を対象に、将来のまち
づくりの方向性についての意見（将来の進路や阪
南市への居住意向等）を把握する。

中学生アンケート（R2.12）

地区の現状や課題、めざすべき方向性等を聴取

地区懇談会・まちづくりアンケート（R3.2~３）

CSWや地域包括支援センター等から意見等を聴取

地域まちづくり座談会（R3.1）

Ⅰ-５.計画策定の主な過程

地域まちづくり座談会

学識経験者や市民の代表等で構成
市長が諮問する総合計画に対して、調査審議し答申

総合計画審議会（R2～R3）

総合計画審議会（諮問）

本編Ｐ８~９
本編Ｐ109~110
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学識経験者から専門的知見で意見等を聴取

有識者懇談会（R3.2～3）

総合計画（素案）の説明と意見等を聴取

住民説明会〔中間報告〕（R3.10~11）

総合計画（素案）に対する意見を幅広く聴取

パブリックコメント（R3.12~R4.1）

Ⅰ-５.計画策定の主な過程

市長・教育長と小中学生との交流（意見等を聴取）

総合計画にかかる市長との交流会（R3.11）

総合計画にかかる市長との交流会（小学生・中学生）

住民説明会〔中間報告〕

各種団体から意見等を聴取

団体ヒアリング（R3.2～3）

本編Ｐ８~９
本編Ｐ109~110
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・2030年には、44,476人、2040年には37,007人まで減少
・2025年の高齢化率は、35.4%
・1０代後半～2０代前半は流出傾向
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出典：国立社会保障・人口問題研究所 ※2015年までは国勢調査結果 出典：地域経済分析システム

Ⅰ-６.様々な調査からみえる本市の課題

【人口】

本編Ｐ８~９
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人 口

65歳以上の人口割合

※ 2015年：国勢調査結果 2030年&2040年：国立社会保障・人口問題研究所の推計

54,276人
2015年 2030年 2040年

44,476人 37,007人

2015年 2030年 2040年

44.18%28.68% 37.65%

65歳未満65歳以上

例えば・・・

働く人の数が減ったり

お店の数が減ったり

Ⅰ-６.様々な調査からみえる本市の課題

人口減少や少子高齢化が進む
と・・・どうなるの？

本編Ｐ８~９
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Ⅰ-６.様々な調査からみえる本市の課題

【産業】
・泉南地域を中心とした民営事業所の従業者数（対人口比）をみると、
阪南市は小さく、市外で働く人が多い傾向

【財政】
・市税は、生産年齢人口の減少により伸び悩み、歳入の大きな伸びが期待できない
・医療や介護への負担金・繰出金の増加

出典：令和元年度大阪府統計年鑑

【住民意識調査】
・まちづくり協働・市民参画に関する項目、観光・国際交流に関する項目の達成度
と重要度が低い状況

本編Ｐ８~９
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Ⅰ-６.様々な調査からみえる本市の課題

【中学生アンケート】（令和２年12月 中学生２～３年対象）

阪南市が「好き」・「どちらかと言えば好
き」の割合は、全体の８割以上

あなたは阪南市が好きですか 将来なりたい職業

将来なりたい職業は、
「会社員」、「公務員」が上位

本編Ｐ８~９
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【中学生アンケート】（令和２年12月 中学生２～３年対象）

Ⅰ-６.様々な調査からみえる本市の課題

阪南市の好きなところの上位として、「自然環境の
豊かさ」「祭りやイベントなどの多さや楽しさ」
「学校の楽しさ」

阪南市の足りないところの上位として、「多くの人が
訪れる場所の多さ」「スポーツなどの外で遊ぶ場所の
多さ」「将来の働く場所の多さ」

本編Ｐ８~９
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【地域懇談会・まちづくりアンケート】

・子育て世代をサポートし、暮らしやす
い環境を整備
・子育て層に力を入れて、阪南市の
将来構造を見直し
・今の時代にあった働き方を支援でき
るスペースや機能を整備
・多様な地域プレイヤーによるチャレン
ジするまちづくりの様相を明示
・使わなくなった公共施設についての
企業誘致や地域内での利用促進
など、地域に根差した管理・運営が
できる使い方を検討 など

Ⅰ-６.様々な調査からみえる本市の課題 本編Ｐ８~９
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Ⅰ-７.前総合計画の主な取組（2012.4～2022.3）

「はなてぃ」誕生 阪南TVを開設

市民病院を新築オープン

防災コミュニティセンター
を開設

健康づくりのイベント

地域交流館を開設

SDGs自動販売機を設置
（企業とのコラボ）

赤ちゃんの駅を設置
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Ⅰ-７.前総合計画の主な取組（2012.4～2022.3）

G20大阪サミット・配偶者
プログラムに小学生たちが参加

牡蠣の養殖

海洋教育パイオニアスクール 「全国アマモサミット2018
in阪南」を開催

小中学校児童生徒⼀人１台の
タブレット端末による授業

せんなん里海公園が
日本の夕陽百選に認定

台湾企業向けにプロモーション

自然環境を活用した体験活動

稲刈り体験

稚魚放流体験
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【健康・福祉】
・健康寿命の延伸
・フレイル予備軍も含め、要支援・要介護認定に進ませ
ない効果的な仕組みづくり

・共働き世帯の増加に伴う保育需要に対応する人員の確保
・社会とつながるコミュニティの継続・維持 など

Ⅰ-８.前総合計画振り返りから見える課題

【協働社会】
・市民協働事業の拡充
・各媒体の情報発信力の強化
・まちづくりへ関与してもらう仕組みづくりの構築
・チャレンジする人と伴走できる仕組みづくり
・地域でのまちづくり組織の設立支援 など

本編Ｐ９~10
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Ⅰ-８.前総合計画振り返りから見える課題

【生活環境】
・自主防災組織の担い手の確保や役割分担、連携体制などの更新
・ストックマネジメントによる長寿命化をめざした修繕などを見直し
・環境に関する市民意識の醸成
・ゼロカーボンシティ宣言とSDGsとの連動 など

【教育・生涯学習】
・小学校・中学校と連続する地域ぐるみでの教育環境づくり
・子ども支援員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー

などの適正な配置
・指導者の育成やボランティアの確保などの体制づくり
・講習などの成果を地域に還元していく仕組みづくり など

本編Ｐ10~11
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Ⅰ-８.前総合計画振り返りから見える課題

【産業】
・観光コンテンツの磨き上げやプロモーションの展開
・地場産業をはじめとした商工業の振興
・地産地消による漁港のにぎわい創出
・地域で働き続けることができる環境の創出 など

【都市基盤】
・世代を超えて豊かな自然を引き継いでいく環境保全意識の育成
・駅を中心としたエリアマネジメントの推進 など

【行政経営】
・行財政構造改革プランによる財政の展開
・ＩＣＴやＤＸの推進と、対応できる人材の確保
・効果的なプロモーション活動の推進 など

本編Ｐ11~12
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Ⅱ.基本構想
（令和４年度～令和１５年度）
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Ⅰ-３.総合計画の構成と計画期間

総合計画（本編）
Ｐ16~Ｐ33
総合計画（概要版）
Ｐ３~Ｐ８
Ｐ19~Ｐ22

本編Ｐ2
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【将来ビジョン】
「ONE ACTION」を合言葉にして、
１歩先へ行こうとする姿勢

【将来の都市像】
これまでの協働と合わせて、共創による地
域価値の創造による活躍する舞台を形成

【重点基本方針】
将来ビジョンの実現に向けて、特に必要な
要素をまとめたもの

【基本目標】
基本計画にかかる施策ごとの柱

Ⅱ-１.基本構想の全体像 本編Ｐ16~26
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Ⅱ-２.将来のビジョン 本編Ｐ16~17
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Ⅱ-３.将来の都市像

◆12年後（2034年度）にめざす阪南市のすがた◆

・ゆるやかにつながり、市民の⼀人ひとりが個性と能力を活かして、新しい価値
を創造していく『舞台』として、様々な人に選んでもらえる都市をめざす

共創による新しい地域価値が創造され、
誰もが輝ける舞台都市・阪南

きょうそう

共創とは、協働のなかでも新しい価値や事業など
創造・構築していく段階からの取り組みです。

本編Ｐ18
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Ⅱ-４.将来の人口

・令和17（2035）年の人口を43,000人と想定します。
・若い世代や子育て世代の移住・定住を進め、年齢構成のバランスが取れた持続可能
なまちをめざしていきます。

本編Ｐ19
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【将来ビジョン】
「ONE ACTION」を合言葉にして、
１歩先へ行こうとする姿勢

【将来の都市像】
これまでの協働と合わせて、共創による地
域価値の創造による活躍する舞台を形成

【重点基本方針】
将来ビジョンの実現に向けて、特に必要な
要素をまとめたもの

【基本目標】
基本計画にかかる施策ごとの柱

Ⅱ-１.基本構想の全体像（再掲） 本編Ｐ16~26
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Ⅱ-５.重点基本方針

① 人がつながり、地域がつながる共創のまち

（１）多様な価値観を尊重したまちづくり

（２）ゆるやかな関係性によるまちづくり

（３）チャレンジできるまちづくり

（４）地域経済を活性化し、新たな活力とにぎわいを創出するまちづくり

基本計画が横断的かつ包括的な業務を展開できるよう「重点基本方針」を設定

本編Ｐ20
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Ⅱ-５.重点基本方針

（１）子どもがいきいきと、地域で生活し、学び、遊べるまちづくり

（２）学校や就学前施設などと地域が⼀体となった連携したまちづくり

（３）まちぐるみで子育て力を向上させるまちづくり

（４）新しい生活様式や技術に対応するまちづくり

② 子どもが地域で育ち・支え合うまち

③ 自分らしく、生涯活躍できるまち

（１）地域での見守り・支え合いが行き届いたまちづくり

（２）自分らしく輝ける「舞台」まちづくり

（３）誰もが安全・安心に、暮らすことができるまちづくり

（４）楽しく健康に過ごせるまちづくり

本編Ｐ21~22
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【将来ビジョン】
「ONE ACTION」を合言葉にして、
１歩先へ行こうとする姿勢

【将来の都市像】
これまでの協働と合わせて、共創による地
域価値の創造による活躍する舞台を形成

【重点基本方針】
将来ビジョンの実現に向けて、特に必要な
要素をまとめたもの

【基本目標】
基本計画にかかる施策ごとの柱

Ⅱ-１.基本構想の全体像（再掲） 本編Ｐ16~26

30



Ⅱ-６.基本目標

基本目標１ 人と地域がつながり、多様な価値観とにぎわいによる共創のまち

・住みよい地域社会の形成
・共創のまちづくりによる新たな価値の創造
・自立的な地域運営を行い、人々の支えあいと活気のある社会づくり
・公民連携を積極的に活用
・多様な年代がチャレンジできるまちづくり
・住みたくなる移住の取組 など

基本目標２ 誰もが、健やかにいきいきと暮らせるまち

・すべての市民が地域の支え合いのなかで、住み慣れた地域で安心して、
いきいきとした暮らし

・ライフステージ・ライフスタイルに応じた健康づくり
・子どもが健やかに育つ環境
・ＩＣＴの利用による住民の福祉の向上 など

本編Ｐ24
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Ⅱ-６.基本目標

基本目標３ 安全に、安心して暮らせる住み続けたいと思えるまち

・防災や防犯、交通安全に対する意識を高め、コミュニティによる
支え合いの確立

・感染症のパンデミックを含む災害に対して、機能不全から早期回
復する復元力のある社会

・環境負荷の少ない生活や循環型社会に配慮した生活の営み など

基本目標４ 人生100年時代を迎え、誰もが学んだ成果を地域で活かして輝けるまち

・子どもの権利が守られ、子ども参加のまちづくり
・質の高い充実した教育・保育
・子育てと仕事を両立できる環境
・地域で学びが活かされる場を育む
・ソーシャルメディアなどを活用した学びの場の展開
・多文化共生や国際理解 など

本編Ｐ25
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Ⅱ-６.基本目標

基本目標５ にぎわいと交流を促し、自然環境と調和した未来のまち

・地域産業の活性化
・市民が誇りと愛着を持つにぎわいのあるまちの形成
・新しい技術の導入による地域のニーズに対応できるまちの形成
・新たな産業の誘致
・海や山をはじめ自然環境と調和した住環境
・持続可能な施設管理の仕組み など

基本目標６ 持続可能な発展を支える行政経営のまち

・限られた経営資源を活かした効率的、公平かつ適正な行政経営
・健全な財政基盤の構築
・自治体形成を支える組織づくり
・ＩＣＴの活用を推進し、市民生活の向上と事務の効率化・迅速化 など

本編Ｐ26
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Ⅱ-７.土地利用の基本方針 本編Ｐ27~32

【社会環境の変化】
① 人口密度の低下による影響

② 地域の高齢化とコミュニティ機能の低下

③ 社会環境の変化に対応した交通網など

中心市街地や地域
の拠点を核とした
にぎわいの創出

地域を活性化させる
拠点の形成

市全体を考えた広域的・有機的な
つながりを活かしたまちづくり
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Ⅱ-７.土地利用の基本方針 本編Ｐ27~32

【土地利用の方向性】

・エリアマネジメント等によりにぎわいのある拠点を創出、管理運営する仕組み
など、共創・公民連携のまちづくりの推進

・「歩く文化」の形成の核として、公共交通ネットワークの形成により出かけや
すいまちづくりの推進

・関西国際空港圏や広域交通網などによるポテンシャルを活かした産業誘致の推進
・海山のポテンシャルを活かした観光連携

① にぎわいのある拠点の創出

② ポテンシャルを活かす土地利用
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Ⅱ-７.土地利用の基本方針 本編Ｐ27~32

【土地利用の方向性】

・既存市街地や市街地誘導ゾーンでは、福祉システムなどとマッチしたまちの
設計やストックの有効活用など

・多様なライフスタイルや生活圏で暮らせる空間を検討し、新しい価値の創造
を図ることで移住・定住を促進

・自然環境の保全や海洋資源の育成などを推進
・豊かな里山里海が形成される自然環境を守るとともに、魅力ある地域づくり
を推進

③ 新たな価値の創造

④ 良好な自然環境の保全
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Ⅱ-７.土地利用の基本方針 本編Ｐ30~32

【土地利用にかかる基本方針図】

新たに「環境に配慮し
た産業誘致ゾーン」を
設定

みんながもっとまちなかを

歩けるようにするよ！

あと、海や森も大切に！
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Ⅱ-８.計画の進捗管理と行政評価の考え方 本編Ｐ33

計画の進行管理は、施策ごとに、PDCAサイクルに沿った定期的な行政評価と改善を
基本として実施し、具体的な成果の創出と成果の見える化を進めます。
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Ⅲ.基本計画
（令和４年度～令和７年度）
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Ⅰ-３.総合計画の構成と計画期間

総合計画（本編）
Ｐ35~Ｐ108
総合計画（概要版）
Ｐ11~Ｐ17

本編Ｐ2
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Ⅲ-１.基本計画（令和４年度~令和７年度） 本編Ｐ37~46

基本目標１ 人と地域がつながり、多様な価値観とにぎわいによる共創のまち

施策名 方向性

１ 協働・共創社会
の形成と促進

⼀人ひとりが持つ多様な価値観を活かし、活躍
しやすいまちづくりを進めています。

（仮称）まちづくり人材バンクに登録したプレイヤーと⼀緒にまちづく
りに取り組みます。

２ 地域コミュニ
ティの活性化

ゆるやかなつながりを活かした地域運営を行い、
住みよいまちづくりを進めています。

行政と市民活動センターが、市民とともに地域課題の解決に向けた仕組
みづくりに取り組みます。

地域の主体的な意思に基づくまちづくりを進めるため、（仮称）地域ま
ちづくり協議会条例の策定に取り組みます。

３ 公民連携を推進
するまちづくり

市民を中心とし、産官学など多様な組織が連携
し、地域課題解決に向けて取り組んでいます。

市民へのサービスの質の向上につながる実証実験を実施します。

４ シティプロモー
ションの充実

市の魅力を効果的に情報発信し、都市ブランド
イメージを高めるとともに移住・定住を促進し
ます。

移住の受入体制を整備し、移住促進につなげます。

転出を抑制し、人口の定着を図るため、市民が愛着と誇りを持てるまち
づくりの企画・活動を推進します。

５ 男女共同参画社
会・女性の活躍
推進の形成

仕事と生活の調和を図り、地域で活躍する人を
増やす支援をします。

NPO法人と市民活動団体における女性割合の増加をめざします。
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Ⅲ-１.基本計画（令和４年度~令和７年度） 本編Ｐ47~58

施策名 方向性

１ 地域共生社会
の実現

誰ひとり取り残さない、地域を支え合
う地域共生社会の実現に取り組みます。

地域住民が主体的に地域づくりに参加することができる環境整備、多機関の協
働による相談支援体制の構築などを通じ、包括的支援体制を整備します。

２ 健康づくりの
推進

子どもから高齢者まで健康的なライフ
スタイルを身につける健康づくりや安
心できる医療体制づくりを行います。

健康事業の連携を図り、集約化など、効果的な事業運営を行います。

３ 子育て支援の
充実

子どもの笑顔と笑い声があふれるまち
づくりを進めます。

出生児のいる家庭の育児相談を実施するとともに、子育て情報サイトなどによ
り地域における子育て情報を提供します。

４ 高齢者福祉・
介護の充実

高齢者が自分らしく生活できる地域づ
くりを進めます。

地域包括ケアシステムのさらなる深化・推進に向けた取組を進めます。

５ 障がい者福祉
の充実

誰もが、地域で安全・安心に暮らせる
まちづくりを進めます。

委託相談支援事業・指定特定相談支援事業者への専門的指導、助言、人材育成、
相談機関との連携強化の取組などを行い、総合的かつ重層的な相談支援体制を
構築します。

障がい者が安心して生活していくための相談支援体制を整備します。

障がい者支援のための啓発活動を推進するとともに、障害者差別解消法に基づ
き、人権尊重を基本とした相談支援を実施します。

６ 生活支援の充
実

地域とつながり、安全・安心に自立し
た生活を営めるよう、生活支援を行い
ます。

生活困窮者に対する生活相談において、生活困窮者自立支援事業と生活保護制
度を効果的に活用し、早期の支援に取り組みます。

基本目標２ 誰もが、健やかにいきいきと暮らせるまち
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Ⅲ-１.基本計画（令和４年度~令和７年度） 本編Ｐ59~70

施策名 方向性

１ 地域防災の推
進と消防・救
急体制の充実

災害時・緊急時において、即座に対応
できる体制づくりを行います。

大規模災害に備えた防災体制を充実させるとともに、自治体、企業などとの各種
防災協定を増やします。

自主防災組織については、地域への出前講座をはじめ、防災コミュニティセン
ターを活用した訓練などを行い、結成率及び訓練実施率の向上をめざします。

２ 危険や不安の
ない市民生活
の充実

地域ぐるみの防犯意識を高め、安心し
た生活の実現に取り組みます。

犯罪発生率の低減に取り組みます。

３ 下水道事業の
経営基盤強化

快適で衛生的な生活を支える下水道事
業を行います。

健全な経営に支えられた下水道事業の構築に取り組みます。

４ 循環型社会の
形成

利活用できるリサイクル資源を増やし、
循環型社会の形成に取り組みます。

循環型社会の実現に向けて、リサイクルできるごみの割合を増やします。

５ 環境負荷の低
減

ゼロカーボンシティの実現に向けて、
省エネルギー・環境負荷の低減に取り
組みます。

市役所は地域における最大の消費者として率先して省エネや環境にやさしい物品
購入などに取り組みます。

他自治体などと広域的な協調・連携を行い、地球温暖化対策を推進します。

６ 環境衛生の向
上

快適で、良好な環境衛生に取り組みま
す。

啓発をより強化し広く周知することで、くみ取り式トイレ及び単独処理浄化槽世
帯の合併処理浄化槽への転換を図り、生活排水処理率の向上をめざします。

日々搬入される、し尿・浄化槽汚泥について、周辺環境に影響を及ぼすことなく
適正に安全かつ安定的な処理を行います。

基本目標３ 安全に、安心して暮らせる住み続けたいと思えるまち
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Ⅲ-１.基本計画（令和４年度~令和７年度） 本編Ｐ71~82

施策名 方向性

１ 就学前教育・保育
の充実

保護者のニーズに合った就学前の教
育・保育を提供します。

保護者のニーズに対応した教育・保育を提供します。

２ 学校教育の充実 子ども⼀人ひとりの権利が尊重され
た良好な教育環境により、充実した
学校教育を行います。

豊かな自然環境などを活用し、特色ある教育（海洋教育など）に取り組みます。

３ 生涯学習の推進 子どもから高齢者まで、様々な人と
学び・交流する豊かな環境の実現に
取り組みます。

学習機会の拡充や学習情報の提供など学習を支援する体制の整備に取り組みま
す。

４ 歴史・文化の保存
と継承

歴史・文化の理解を促進し、郷土に
対する誇りを醸成します。

歴史・文化に関する市民ボランティアガイドを育成します。

５ 生涯スポーツの振
興

生涯を通じて健康的で潤いや生きが
いを持つ暮らしに向け、スポーツを
推進します。

市民が、生涯を通じてスポーツにふれ、生きがいを持って生活できるよう取り
組みます。

６ 人権が尊重される
社会の形成

⼀人ひとりが尊厳を持ち、互いの人
権を尊重できるまちをめざします。

人権侵害を受けた市民が人権相談を通じて、エンパワメントを引き出し、自分
自身の判断によって課題を解決することができるよう、支援します。

基本目標４ 人生100年時代を迎え、誰もが学んだ成果を地域で活かして輝けるまち
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Ⅲ-１.基本計画（令和４年度~令和７年度） 本編Ｐ83~102

施策名 方向性

１ 観光の振興 市の魅力を発信し、交流人口の増加を図り、
地域の活性化に取り組みます。

交流人口の増大が見込まれる各種観光事業のプロモーション強化に取り組
みます。

２ 商工業の振興 商工会などの関係機関と連携し、地域経済
の活性化に取り組みます。

関係機関と連携し、魅力ある産業を育て、地域経済活性化に取り組みます。

３ 農業の振興 遊休農地の削減と新規就農者の確保を進め
ていきます。

企業連携などをすすめ、農地の利用促進をめざし、遊休農地の削減に取り
組みます。

４ 漁業の振興 団体・企業などと連携し、新たな漁業の活
性化に取り組みます。

団体・企業などと連携し、新たな漁業の活性化に向けた取組や、里山・里
海づくりを推進します。

５ 雇用・就労支
援の充実

様々な働き方を希望する就職希望者に対し
て、きめ細かな就労支援を行っています。

テレワークなどの多様な働き方も視野に入れた就労支援に公民連携により
取り組みます。

基本目標５ にぎわいと交流を促し、自然環境と調和した未来のまち
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Ⅲ-１.基本計画（令和４年度~令和７年度） 本編Ｐ83~102

施策名 方向性

６ 自然と共生する
まちづくり

自然と共生し、自発的な環境保全に取り
組めるよう、支援します。

森林の整備に関する施策や普及啓発、公共建築物などの木材利用の促進に
取り組みます。

７ 安全な水辺空間
の形成

安全・安心して暮らせる水辺空間を維
持・形成します。

―

８ 魅力的な街並み
と快適な住環境
づくり

コンパクトなまちづくりを行い、快適な
住環境・空間を整えていきます。

空き家の利活用相談会を開催し、利用してもらいたい方と利用したい・住
みたい方とのマッチングを行います。

９ 公共交通と自動
車交通との融合
の実現

ウォーカブルシティを支える、持続可能
な公共交通の確保に取り組みます。

路線バスとコミュニティバスの重複運行区間における輸送効率を改善し、
効率的な公共交通の実現をめざします。

１０ 都市基盤の形成
と維持管理

市民が安全・安心に利用できる道路・公
園環境の整備や維持管理を進めます。

利用頻度の少ない児童遊園について、管理者の募集を行うとともに、利活
用を図るなど、児童遊園の適正化に取り組みます。

基本目標５ にぎわいと交流を促し、自然環境と調和した未来のまち
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Ⅲ-１.基本計画（令和４年度~令和７年度） 本編Ｐ103~108

施策名 方向性

１ 柔軟な行政経営
の推進

多様な時代の変化に対応する、柔軟な行政経営
をめざします。

各ONE ACTIONの達成に向けて後押しします。

２ 施策展開のため
の人材の育成支
援・確保

有効な施策を展開するため、持っている資質や
能力を高め、組織目標の達成に向けて自ら行動
できる職員の育成を支援します。

多様な受験者の中から、めざすべき職員像に合致した人材を採用します。

３ 健全な財政運営 財政規律を遵守し、健全で持続可能な財政運営
をめざします。

行財政構造改革の取組を着実に推進します。

基本目標６ 持続可能な発展を支える行政経営のまち
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Ⅳ.実施計画（行政経営計画）

48



Ⅰ-３.総合計画の構成と計画期間

行政経営計画
（別冊版含む）

本編Ｐ2
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【公民連携を推進するまちづくり】
・ＳＤＧｓ未来都市の推進
・お茶のある暮らしプロジェクトの推進
・里山里海プロジェクトの推進
・「TEAM EXPO2025プログラム」共創チャレンジの推進 等

基本目標１ 人と地域がつながり、多様な価値観とにぎわいによる共創のまち

Ⅳ-１.令和４年度の主な取組

【協働・共創社会の形成と促進】
・市民活動支援センターのオンライン会議等に向けた環境整備
・（仮称）まちづくり人材バンク制度の構築・運用に向けた検討 等

【シティプロモーションの充実】
・移住相談窓口の設置
・リビングシフトに対応したシティプロモーションの推進
・遊休施設（空き家等）を活用したサテライトオフィス等を整備 等

【地域コミュニティの活性化】
・自治会連合会等に地域デジタル支援アプリの導入
・地域力支援研修 等

テレワークステーション

お茶のある暮らしプロジェクト

移住定住ガイドブック

50



【健康づくりの推進】
・公民連携による健康づくりの推進
・新型コロナウイルス感染症対策 等

Ⅳ-１.令和４年度の主な取組

【地域共生社会の実現】
・重層的支援体制事業の実施
・第４期地域福祉推進計画及び同実施計画の策定 等

【高齢者福祉・介護の充実】
・オール阪南コロナフレイル０（ゼロ）運動 等

基本目標２ 誰もが、健やかにいきいきと暮らせるまち

基本目標３ 安全に、安心して暮らせる住み続けたいと思えるまち

【地域防災の推進と消防・救急体制の充実】
・地域防災計画の見直し 等

【環境負荷の低減】
・公用車に「電気自動車」を導入（避難所等の電源確保） 等

コロナフレイル０運動

「電気自動車」を導入（避難所等の電源確保）
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【学校教育の充実】
・食育推進・学校給食センター改修
・グローバル社会に対応した英語教育の充実
・（仮称）子どもの権利に関する条例の策定に着手 等

Ⅳ-１.令和４年度の主な取組

【生涯学習の推進】
・文化芸術活動の支援 等

【歴史・文化の保存と継承】
・文化財デジタルアーカイブの構築 等

基本目標４ 人生100年時代を迎え、誰もが学んだ成果を地域で活かして輝けるまち

基本目標５ にぎわいと交流を促し、自然環境と調和した未来のまち

【商工業の振興】
・市独自のプレミアム付き商品券の発行 等

【漁業の振興】
・海洋資源の保全活動とブルーカーボンの推進 等

英語教育

カーボンオフセット
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Ⅳ-１.令和４年度の主な取組

基本目標５ にぎわいと交流を促し、自然環境と調和した未来のまち

基本目標６ 持続可能な発展を支える行政経営のまち

【柔軟な行政経営の推進】
・公共施設（公民館、スポーツ施設等）の使用申請等オンライン化
・行財政構造改革プラン改訂版に記載した取組の実施
・行政ＤＸの推進
・ふるさとまちづくり応援寄附感謝事業の推進 等

利用申込

【都市基盤の形成と維持管理】
・老朽化している公園遊具の改修及び健康遊具を設置
・道路台帳システムのインターネット化 等

【公共交通と自動車交通との融合の実現】
・尾崎駅山側にエレベーター新設
・ＡＩデマンド交通システムを利用した実証実験 等

【魅力的な街並みと快適な住環境づくり】
・都市計画マスタープランの見直し 等

オンライン申請のイメージ

尾崎駅山側のエレベーター工事

健康遊具
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